
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：平成１９年度工国国道改２―３―A０２号

丸森大橋上部工（P４～A２）工事
�２ 発 注 者：宮城県大河原土木事務所
�３ 工事場所：伊具郡丸森町舘矢間館山地内
�４ 工 期：平成１９年１０月１３日～

平成２２年３月２５日

丸森大橋は、阿武隈川に新設される３径間連続
鋼ブレースドリブタイドアーチを主体とした橋長
３８６．７２５mのアーチ橋である（図－１）。

図―１ 完成全景

架設は、両側径間及び中央径間の併合と２回の
渇水期を利用して行った。ここでは、第１渇水期
におけるベント併用張出し架設工法について、施

工時の問題点と対応策を報告する。第１渇水期の
架設図（図－２）および第２渇水期の架設図（図
－３）を下記に示す。

 
 

図―２ 第１渇水期架設図

 

図―３ 第２渇水期架設図

２．現場における問題点

�１ 必要ベント基数の検討
当初設定では、２パネルをトラス構造に組立て
架設を行う必要があった（図－４）。しかし現地
状況を加味するとクレーンの能力に不足が生じた。
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施工計画
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�２ 下弦材が弱いため、張出し上の斜材が自立し
ない（図－５）。

�３ 斜材が後から架設できない（図－６）。

 

 

 

  

 

３．対応策・工夫・改善点と適用結果

�１ ２パネル目は、荷重分配の関係から張出し架
設が出来ないため、仮ベント（図－７）を追加
した。

左岸側は基本ベント数３基を施工した後に仮ベ
ント１基を移動しながら、格点での支持により架
設を行った。各点支持を行いながら架設したこと
でキャンバーの精度管理において有効となった。

�２ 右岸側は基本ベント数３基を施工した後に、
張り出しながら左岸側とは部材の架設順序を変
更（下弦材仮架設→斜材架設→下弦材吊上げ）
して架設を行った（図－８・９・１０）。

�３ 下弦材を仮設置（吊り下げ）状態とし、斜材
を架設後引き上げる。

STEP１ 下弦材仮架設
斜材が入る分だけ下げて架設する。このとき、
下フランジのみボルトで締付ける。

図―８ 下弦材仮架設

STEP２ 斜材架設
斜材を架設する。上弦材のガセットプレートに
差し込み添接する。

図―９ 斜材架設

図―４ ベント受点

図―５ 架設順序

図―７ 仮ベントの設置追加と転用移動

図―６ 斜材添接図

添接板による添接 差込みによる添接（本橋）
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STEP３ 下弦材吊り上げ
下弦材をチェーンブロックにより吊り上げ、下
フランジのガセットに斜材を添接する。

図―１０ 下弦材吊上げ

キャンバーの精度は、最終的には左岸右岸とも
規格値の２／３に全て収まったが、各点支持を行
いながら架設した左岸側が若干高い精度が得られ
た。

４．おわりに

丸森大橋（P４～A２）は、バランスドリブタ
イドアーチ橋として、日本国内に４例しか施工実
績のない橋で、その形状はトラス橋でありながら
アーチ橋でもある特殊な形状である。
架設方法は非常に難解（架設完了部材の下に他
の部材を架設する等）で困難を極めたが、工期内
に無事故無災害で且つ、出来形を規格値の２／３
以下の精度で施工することができた。
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